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゛ねまき、ふとん“と柄嗜好一在宅ねr- きI)老人の生活実態（､￥､り4-）一

和岸女3-短大　o我｀妻美奈3-　市岡生短欠　ｲ尹籐f-^郎　　立正大文

　Ξ友雅夫

　目的　本研究i*｡宅･り要介護（ねr- きり）老メ｡・・ねまき, ふとん’の着。使用実態

と柄″こ対す%嗜好を明ら１ヽにすること£ 目的とした。e 常生話めな*ヽで･. 、<s-1xtXざ、

峡也ざ、、^・晋らき゛など゛の衣生･≪,寝M: ft-活･=及ぼす要因･りま、布地め檀費S. 肌が’わリ、

Hさ、軽さ. 1呆悳|生、通気性、着やすさ（使1･や寸吉) などに限られず. 布咆・ 色や柄も

象r- －-7 の要因と考之られ3 . 殊に, ねた* り老スI- i っz . “ねまき. ふとん･ r*. 在

もの療養・活の明・暗, 心ヽの安らぎ、生きl秀歌に璃iUン､､･タir i与もいk考えられS

．前回の報告（り3）vit. 特に色靭嗜好･こ■f・にE か･-c報告しTzヵぐ今回は″ねまき、ふ

ｋん”の着用（便励のItII と柄･-対す３嗜好に綺､fe£丿$-、z 分擦i. IS告I たい。

　方塙　デ｀－タ収集、統計処理･こっ‥r 1ょ、前回報告（･～3）と同様t哺3．調査は。質問

紙塙, 面接揖-t漓･こより.昭和61年十月～s月の３週間I -わた-, て実施しr-z. 凹昧票はヂr

票で･あった。統計処哩は、コンビ･ユーター（FACW/HAμST W/乙功巾ごよ、た。集計票l豺?8

票で･あr,た。二次クロス(性別息ぴ年齢別）策計のか茲を!=ウた。

　結果　調査項目83の全Ji日/::わrこ3単純皐計チー9 、を祈≪吉果･ま、「在宅林たき')老人

の生嘔実熊. のテー'^ '・よ､3報告･r日本製政学会、東北･ 北海運;支部.第3之回総合研究発

表気講演要旨及U- そ・）発表時･こ配布した報告賃料C P イプ･印刷λ I' 示レた。

　本報告r-･n. 1）着用ねまきの分打(前回報告の要旨）, i）使用ふとルめ分折、3）桶の嗜

好(好きな柄、嫌■■ な柄）にっいて金折‥この三項･こっ･･t 報告す3.分折卵果、/I 乙'･そ

め考衆につ丿1-･$. 研究発表時に、こ攻クロスデータ（統針事実）を､示し発衣すi．


